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論 文 内 容 の 要 旨 
 今日のアメリカ合衆国における黒人・白人間の人種的対立や緊張関係の主たる要因は、歴史的にみると建国当初か















































































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、19 世紀後半のアメリカの傑出した黒人解放運動家であったフレデリック・ダグラス（1818-1895）の解
放運動戦略を、「男性性」（マスキュリニティ）という観点から一貫性をもって論じたものである。彼の生涯を、代表
的な作品である Narrative of the Life of Frederick Douglass, an American Slave, Written by Himself（1854）と
Bondage and My Dreams（1855）などを中心にたどりつつ、彼の他のジャーナリストとしての活動や、最晩年の手
稿研究などをからめて論じたものであり、バランスの取れた、しかも新しい知見を織り込んだ刺激的な研究として高
い評価を与えられた。 
 第１章では、ダグラスの最初の自伝であった『ナラティヴ』における青年期の２つの挿話を分析しつつ、彼の「マ
スキュリニティ」に対する初期の考え方が分析され、彼の黒人奴隷としての弱さと無力感がその解放運動者としての
出発点にあったことが示されている。ここでは、彼の「マスキュリニティ」の曖昧性が、黒人の力による抵抗を恐れ
る白人の意識や、無抵抗主義を奉じる他の運動家たちとの関連から丁寧に分析されているところが注目される。 
 第２章では、合衆国憲法に対する解釈を通じて、アメリカ建国の基本理念を援用することで黒人解放運動にある程
度の暴力はやむなしとの意見に到達したダグラスの暴力とマスキュリニティの関連が論じられている。ここでは、ダ
グラスの唯一の中編小説である『英雄的な奴隷』（1853）とよく知られた『アンクル・トムズ・キャビン』（1852）と
の比較が、前者の男性性と後者の女性性との対比の観点から論じられているところが新鮮である。また、第３章では、
南北戦争およびその後のダグラスの「男性性」が奴隷解放と黒人連隊編成などの歴史的事件との関連で述べられ、ブ
ラック・マスキュリニティ言説における武力行使を政治的に安全な形態につなげていくダグラスの政治姿勢が指摘さ
れている。 
 この論文で最も高く評価されたのが、第４章であった。この章では、サント・ドミンゴ（現ハイチ）の独立指導者
だったトゥサン・ルヴェルチュールに関する、ダグラス晩年の書きものを丁寧に分析しながら、従来はあまり考察さ
れることのなかったダグラスの最晩年の思想を新たに掘り起こしている。2004 年に完結したばかりのダグラスの未
発表草稿のファクシミリ版を丹念にリサーチし、1893 のシカゴ万博における黒人排除への批判など当時の時代背景
を織り交ぜたこの章の分析は見事なものである。 
 以上のように、本論文は博士（言語文化学）の学位論文として十分価値あるものとみとめられる。 
